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○
２
０
２
１
年
春
闘
と
労
働
条
件

改
善
の
闘
い
に
つ
い
て 

株
式
上
場
か
ら
４
年
が
過
ぎ
た
が

私
た
ち
労
働
者
の
生
活
は
改
善
し
た

の
か
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
間
、
利
益

は
出
て
も
労
働
者
に
還
元
す
る
事
は

な
か
っ
た
。
年
末
手
当
等
に
つ
い
て

は

「業
績
連
動
で
は
無
く
安
定
的
に

支
給
す
る
事
が
重
要
」
と
し
て
き
た

が
、
昨
年
の
手
当
に
つ
い
て
は
１
．

２
ヵ
月
の
超
低
額
回
答
と
な
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
業
務
に
あ
た
り
、

度
重
な
る
災
害
で
は
昼
夜
を
問
わ
ず

早
期
復
旧
へ
の
業
務
、
社
員
間
の
懇

親
会
の
自
粛

へ
の
協
力
、
雇
用
調
整

助
成
金
を
活
用
し
た

一
時
帰
休

へ
の

協
力
も
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ

の
間
積
み
上
げ
ら
れ
た
内
部
留
保
は

社
員
に
還
元
す
る
こ
と
な
く
、
株
主

に
は
減
配
な
く
年
間
満
額
を
支
払
う

予
定
で
あ
る
。
上
場
に
よ
る
税
制
特

例
の
廃
止
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
増

や
減
価
償
却
費
等
に
つ
い
て
は
上
場

を
行
っ
た
経
営
判
断
で
あ
り
、
社
員 

 

が
責
任
を
負
う
も
の
で
は
な
い
。
鉄
道

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
も
含
め
上
場

し
た
こ
と
に
よ

っ
て
失
わ
れ
て
い
く

も
の
も
多
く
あ
る
。
社
員
、
株
主
、
会

社
、
利
用
者
全
て
を
大
事
に
し
な
け
れ

ば
会
社
の
発
展
は
な
い
。
労
働
者
に
投

資
を
し
な
い
会
社
の
姿
勢
で
は
現
場

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
、
安
全
安
定

輸
送
の
低
下
、
ま
た
技
術
の
流
失
や
若

年
退
職
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
と

考
え
る
。
そ
の
上
に
立
ち
、
今
春
闘
で

は
、
貧
困
や
格
差
社
会
の
拡
大
な
ど
の

諸
課
題
と
ベ
ア
要
求
の
満
額
獲
得
、
労

働
条
件
改
善
な
ど
の
諸
要
求
を
結
合

し
職
場

・
地
域
か
ら
全
力
で
闘
う
必
要

が
あ
る
。
再
度
、
職
場
活
動
を
確
立
し
、

要
求
の
実
現
の
為
に
、
職
場
の
中
心
に

座
り
問
題
提
起
を
粘
り
強
く
や
る
事

が
重
要
で
あ
る
。
春
闘
要
求
は
全
国
統

一
闘
争
と
し
て
２
月
１
２
日
に
申
入

れ
書
の
提
出
を
行
う
。
交
渉
の
後
押
し

と
し
九
州
本
部
独
自
の

「労
働
条
件
改

善
署
名
」
に
つ
い
て
最
大
限
の
取
り
組

み
を
願
い
し
た
い
。
５
５
歳
以
上
、
嘱

託
再
雇
用
社
員
の
労
働
条
件
や
賃
金

等
に
つ
い
て
の
不
合
理
な
差
別
な
ど

同

一
労
働
同

一
賃
金
の
原
則
に
基
づ

く
取
り
組
み
の
強
化
、
６
０
歳
か
ら

様
々
な
働
き
方
が
で
き
る
制
度
に
つ

い
て
も
交
渉
を
強
化
し
て
い
く
。 

３
月
３
日
開
催
の
中
央
総
行
動
に

各

エ
リ
ア
等
で
結
集
し
リ
モ
ー
ト
で

全
国
を
繋
ぐ
統

一
闘
争
が
本
部
か
ら

提
起
さ
れ
て
い
る
。
九
州
本
部
の
春
闘

総
決
起
集
会
と
合
わ
せ
て
開
催
し
た

い
。 

 

○
合
理
化
反
対
、
安
全
安
定
輸
送
の

確
立
に
つ
い
て 

ダ
イ
ヤ
改
正
の
提
案
が
行
わ
れ
、

工
務
職
場
で
の
業
務
委
託
、
筑
肥
線

の
６
両
ワ
ン
マ
ン
や
他
線
区
で
も

ワ
ン
マ
ン
運
転
が
実
施
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。
会
社
は
安
全
上

問
題
が
な
い
と
し
て
い
る
が
乗
務

員
の
負
担
が
重
く
な
り
、
交
通
弱
者

が
利
用
で
き
に
く
い
鉄
道
と
な

っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
香
椎
線

で
は
１
２
月
か
ら
自
動
運
転
の
実

証
試
験
が
開
始
さ
れ
た
。
ホ
ー
ム
柵

な
し
、
踏
切
あ
り
の
路
線
で
あ
り
多

く
の
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。
鉄
道

運
行
の
前
提
は
安
全
で
あ
り
、
是
非

専
門
分
野
で
あ
る
運
転
協
議
会
の

中
で
議
論
と
問
題
点
を
報
告
し
て

い
た
だ
き
た
い
。 

○
組
織
強
化

・
拡
大
と
職
場

・
分
会

活
動
に
つ
い
て 

１
２
月
に
組
織
強
化
拡
大
対
策

会
議
を
開
催
し
、
再
度
、
労
働
組
合

の
必
要
性
や
職
場
に
お
け
る
問
題

の
要
求
化
の
重
要
さ
を
確
認
し
て

き
た
。
ダ
イ
ヤ
改
正
提
案
後
、
各
地

区
本
部

・
分
会
で
職
場
集
会
が
開
催

さ
れ
九
州
本
部
か
ら
も
出
席
を
し

て
き
た
が
、
今
後
も
取
り
組
み
を
お

願
い
す
る
。
組
織
拡
大
は
最
重
要
課

題
で
あ
る
が
、
結
果
で
は
な
く
そ
の

過
程
が
重
要
で
あ
る
。
国
労
が
職
場

に
い
る
こ
と
で
労
働
条
件
や
問
題

点
の
把
握
が
出
来
て
い
る
こ
と
に

自
信
と
確
信
を
持
ち
運
動
強
化
し

て
欲
し
い
。 

 

○
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
闘
い
に
つ
い

て 

福
島
原
発
事
故
か
ら
の
反
省
も
な
く
原

発
を
推
進
し
、
沖
縄
で
は
民
意
に
耳
を
傾

け
る
こ
と
な
く
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
強

行
に
進
め
て
い
る
。
今
年
は
必
ず
衆
議
院

選
挙
が
行
わ
れ
る
。
菅
政
権
の
暴
走
を
止

め
る
た
め
に
も
、
闘
う
仲
間
を
議
会
に
送

る
必
要
が
あ
る
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
春
闘
と
な
る
が
、

「賃
金
は
労
働
力
の
再
生
産
費
で
あ
る
」

と
の
前
提
で
、
賃
金
は
決
し
て
儲
け
か
ら

く
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
事
の
学
習
会

の
開
催
と
要
求
獲
得

へ
職
場
か
ら
の
運
動

を
再
度
、
要
請
し
た
い
。
九
州
本
部
も
そ

の
先
頭
に
立
つ
こ
と
を
お
約
束
し
、
九
州

本
部
拡
大
委
員
会
の
集
約
と
し
た
い
。
２

０
２
１
春
闘
勝
利

・
組
織
強
化
拡
大

・
職

場
か
ら
の
運
動
に
向
け
共
に
頑
張
ろ
う
。

 


